2,004年10月26日講義メモ　

　前回に続いて：

設問３　ナチスにとっての独ソ戦の意味と敗北の意味
　　　　ナチスにとっての敗北の意味
ナチスの占領政策とポーランド、白ロシア、ウクライナ・ソ連の東欧系ユダヤ人・
ドイツも含めたヨーロッパ諸国民・および人類にとってのナチスの敗北の意味・・・・帝国支配の論理に代わる「共同体」の理念と論理の勝利
西側・・・ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体→ヨーロッパ経済共同体→ヨーロッパ共同体

諸国民共同の経済建設、諸国民共同の繁栄など。理念と現実の乖離は存在・・・その克服こそ戦後史。
東側・・・コメコンなど。
設問４　ホロコースト政策が進行したのはなぜか？
　「戦時下の政治力学」として捉えるのが私の見地。
　　
独ソ戦の展開から世界大戦化、同時に、総力戦化とドイツ敗退の諸要因の組み合わせ
　激突する独ソの大軍、その後方地域問題、
　激突する連合軍対枢軸、その後方問題、治安・経済問題
　「殺す側の論理」・ヒトラー・ヒムラー・ハイドリヒ・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 20(ライヒ),帝国)保安本部の論理
　　　治安問題、
　　　反撃・抵抗の諸勢力の鎮圧、その根源・源泉としてのユダヤ人
　「殺される側の論理」・・・一般ユダヤ人大衆にとってはまったく関係のない罪、
ただ意味もわからず迫害されるだけ、
「理解不可能」「表象不可能」
　「英米の論理」・・・第三帝国撃破の論理の優先・・・軍事優先の戦略、そこでは特別なマイノリティへの配慮はない。
　　　　　英米は、ユダヤ人迫害、抹殺の進行を独ソ戦初期から無線傍受などでキャッチ
。
　　　　　しかし、ユダヤ人救済という特別の措置はとらず。警告措置もとらなかった。
　「歯止めはなぜなかったか？」
　　ナチスの側・「殺す側」・・・移送政策が挫折した段階(総力戦敗退過程・第三帝国自体の政治的・軍事的・経済的危機)で、殺す以外の選択肢を見つけられなかった．

むしろ、殺すことを正当化するのが敗退の現実であり、憎悪の捌け口。
　「ユダヤ人の側」・・・長期にわたり抵抗の武器を奪われていた。ごく少数の抵抗の意志ある者はレジスタンスなどへ。
ナチスを撃滅する力は、ソ連と米英の軍事力(それらの背後にある民衆とその大義)、それに呼応したヨーロッパ民衆の抵抗力しかなかった。ナチス撃滅への途中の経過では、ナチスからの反撃・抵抗圧力が、弱いもの・マイノリティ・ユダヤ人に集中された。
「教育の課題」・・・差別意識を持った人間が一大勢力になり、権力を握り、戦争をはじめ、そして敗北過程に入ったら、どうしようもない。抹殺の論理が当然・必然の論理となる。
差別意識、差別勢力は、小さな芽の内に発見し、抑止する必要がある。
現在もインターネットなどで、差別意識が横行。それに対する抵抗力、批判力を養成する必要がある。

劣悪なナショナリズムは、身近にあり、民衆の中に浸透している。300万都民に選ばれた都知事：最近の発言例・・・都立大でフランス文学やドイツ文学を担当する教員に首都大の構想に批判的な教員が多いことに関して「フランス語は数を勘定できない言葉だから国際語として失格しているのも、むべなるかなという気がする。・・・」
　したがって、ここでも平坦な「王道」はない。歴史の科学的認識を多面的に、広め深めていくしかない。
設問５ 「ホロコースト」から、普通の日本人がいま考えることはなにか？
ホロコースト・・・実に多様な諸要因・ベクトル群の合成としてホロコーストという結果が出現したのであり、引き起こされた。「六百万人の犠牲者」といったホロコーストの結果を知ることは大切だが、それだけでは不充分である。
その結果を引き起こした諸要因をできるだけ立体的に認識することが求められる。ようにする必要がある。

現代の世界・日本と当時とに共通する諸要因（例示）
1． 宗教差別・迫害・追放
2． マイノリティ差別・迫害・追放
3． 貧困、世界的大不況や大量失業
� 石田勇治訳のアメリカの研究
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